
4月12日（金）

傀儡師清　元 西川　扇重郎
傀儡師とは旅芸人の人形遣で小さな人形箱を首にかけて歩き、その箱を舞台
にして、義太夫節の一節や流行唄を歌いながら人形を遣ってみせますが、傀
儡師がやがて、その人形たちの所作の数々を踊り分けていきます。三人息子
の仕分けから、お七吉三の恋物語そしてちょぼくれ踊り、牛若丸の恋物語、
最後は船弁慶を洒落のめして終わります。

鳥刺し清　元 旭　七彦
酒席を賑やかにするため演じられる劇中の舞踊ですが、後に独立して踊られ
るようになりました。鳥刺しの振り事は前半で、後半は幇間・芸妓・お客な
どを陽気にコミカルに踊り分けます。鳥さしとは、江戸時代、竿の先にトリ
モチをつけ、小鳥をさして（捕えて）売るのを生業としていた職人のことです。

手ぬ具衣創　作 花柳　衛菊
（振付：花柳衛菊）
2016年金曜赤坂座初演の作品で、2017年リサイタル『平家物語を語り継ぐ』
の三演目の一つです。人々が行き交う街中や市場の雑踏で「平家物語」は語
られ、そこに集う庶民達によって聞き継がれてきました。

5 月17 日（金）
寿 猫新　内 花柳　珠絃、泉　裕紀

（振付：花柳珠絃・泉裕紀）
新内としては珍しく動物をモチーフにした作品です。作詞・かずはじめ、作
曲・新内剛士の処女作で『まねき猫』として新・日本音楽抄にて発表され、
のちに『寿猫』と改め舞踊作品としても上演されています。猫図鑑のように
たくさんの猫の生態が面白おかしく踊られます。

北 州清　元 泉　徳右衛門
北州とは、江戸城の北にあった新吉原遊廓をさす言葉です。吉原の年中行事
や四季の風物を織り交ぜながら、遊女から馬子まで廓に出入りするさまざま
な職業の人物を踊り分けていきます。『梅の春』とともに清元の御祝儀物の
双璧として重く扱われています。

清　元 玉 屋 若見匠　祐助
江戸時代、夏になるとしゃぼん液を入れた箱を首から下げて、日傘をさして
しゃぼん玉を吹きながら売り歩いたしゃぼん玉売りを題材にした踊りです。
楽しい玉づくし、小道具の振り出し蝶を使った踊りなど軽妙なおかしみが踊
られます。シャボン玉は俳句では春の季語です。

9 月6日（金）

神田祭清　元 花柳　珠絃
江戸の二大祭り山王祭と神田祭ですが、神田祭の風俗を舞踊化したものです。
景気の良さと、粋な気分が溢れています。頭と芸者を踊り分けます。〽常か
ら主の…のクドキ、〽森の子烏…の投げ節から木遣りと見どころが続きます。
『お祭（申酉）』と並び称される江戸情緒溢れる踊りです。

小簾の戸地　唄 葛　タカ女
歌詞の中に「蚊帳」が登場するなど夏の恋をうたったものです。〽恋が浮世
か　浮世が恋か…で始まりせつない恋がうたわれ、後半は好きな男の人と
そっと見つめ合う嬉しさと恥ずかしさがうたわれ、最後は〽二人して釣る蚊
帳の紐　と地唄にしては明るい結末です。

女武者・巴創　作 花柳　衛菊
（振付：花柳衛菊）
2018年初演の作品です。リサイタル『襲の色目』の中の三演目一つで、朱
色をイメージした作品です。
家にあるジャンヌダルクの絵画を見ていて、女武者・巴と朱色が重なりま
した。

11 月22 日（金）
山 姥清　元 花柳　錦翠美

山姥は深山に棲む特殊な霊力を持った女性で、その山姥と足柄山の怪童丸伝
説を結びつけた戯曲「嫗山姥」からさまざまな「山姥もの」が誕生しました。
清元の「山姥」は、深山に咲く花々の名を歌詞にふんだんに取り入れ、その
四季の移ろいを人の生き様になぞらえながら、しっとりとした色気とともに
上品に描いています。

文 屋清　元 泉　裕紀
「古今集」「百人一首」の平安歌人の六歌仙の紅一点・小野小町を口説き落そ
うとする男たちの一コマ。文屋康秀は〽届かぬながら狙い来て…　と小町の
部屋へ行こうとする文屋は官女たちから絡まれてしまいます。小町のところ
へ通う切ない気持ちを、わざと下世話に踊りますが、小町に会うことは出来
ずその場から逃げて行きます。

長　唄 雨の四季 若見匠　祐助
四季それぞれの雨の風情が唄われています。朧夜の春の雨から始まり、縁日
の風景。夏は山王祭と神田祭ににわか雨があり、雨がやむと橋づくし。秋は
後藤一族の屋敷にしっとりとした雨が降り、木更津へ往復する船が見え隠れ。
冬は朝早く旅立つ旅人、その旅人や橋桁に冬の寒い雨が降ってきます。

12 月11 日（水）

流 星清　元 花柳　智寿彦
牽牛と織女が年に一度の七夕の逢瀬を楽しんでいるところへ、流星が「ご注
進、ご注進」と飛び込んできて雷の夫婦喧嘩の様子を注進します。夫婦、子
供、隣の雷の婆さんの四役を踊り分けるところが見せ場です。「夜這星」と
もいわれる奇抜な趣向の作品です。

名寄の寿清　元 旭　七彦
「豊春名集寿（ゆたかのはるなよせのことぶき）」といい、十九曲もの河東節
の題名を集めて歌詞としたものです。テーマが春ということだけでストーリ
はありませんが、振付は大きく四つに構成されています。正月の七草までの
風物、春霞から助六の吉原通い転じて男女のやりとり、着物の柄から桜咲く
春の江ノ島、最後は変わらぬ松のめでたさを祝い舞い納めます。

清　元 申 酉 花柳　奈千穂
〽申酉の花も盛りの暑さにも…。の唄い出しから『申酉』とも呼ばれますが、
今日では『お祭り』として知られています。山王日枝神社の祭礼を題材にし
た威勢のよい曲で、ほろ酔い機嫌のいなせな鳶頭の江戸前の味、新内がかり
の粋なクドキ、「都々逸」の浮き浮きさ、そうして「狐拳」や「引物づくし」
と続き、江戸の行事や風俗が楽しめます。

6 月14 日（金）

外記猿長　唄 花柳　智寿彦
演奏会用として作られた曲ですが、のちに舞踊に振り付けられました。子猿
を背中に方々を渡り暮らす猿回しが、ある屋敷に呼ばれ、猿回しを演じて見
せます。実際に子猿は出ないのですがいるように芸で見せるというもの、全
体に軽快ですが薗八節（後に宮園節になります）掛かりのお染久松の口説き
が、踊りの見せ場です。

清元・義太夫 吉野山 林　千永、藤間　章吾
源義経を慕って静御前は家来の佐藤忠信を供に吉野への道行きの場面です。
実はこの忠信は静御前が持っている初音の鼓の皮にされた狐夫婦の親を慕う
子狐なのです。時折鼓に頬ずりをしたり、手が狐の手になるのは狐であるか
らです。二人は満開の吉野山で休憩をし、忠信が義経から賜った鎧（よろい）
の上に、初音鼓を乗せ、義経の姿になぞらえ「屋島の合戦の物語」を踊ります。

＜清元三趣＞

創作を中心に内外で活動。毎年、国内公演
や国際演劇祭参加公演など、2018 年には
自主リサイタル計61 回目。世界13 都市で
招待公演。埼玉大学、実践女子大学他で出
前授業実施。文化庁芸術祭賞、文部大臣奨
励賞２回、田中良賞、武智鉄二賞他受賞。
2018 年舞台美術がアメリカ、イタリア、香
港のデザイン賞受賞 (デザイン中村和延 )。
日本民俗芸能協会理事。エギクＪＰ代表。

「翠の会」主宰。獨協大学外国語学部ド
イツ語学科卒業。日本舞踊協会各流派
合同新春舞踊大会にて大会賞 3回・会
長賞受賞。International Duo Dance 
Festival in Seoul 参加。映画「さくらん」
「無限の住人」、ドラマ「味いちもんめ」
「MOZU」、CM「日野自動車」「au」等々
の所作指導・振付を担当。2018 年明治
神宮にて奉納舞踊を務める。

母・若見匠風僖、猿若吉代に師事。日
本大学芸術学部大学院卒業。邦楽と舞
踊社主催舞踊大会第 1位、日本舞踊社
主催みそみ会にて、優秀賞受賞、東京
新聞社主催全国舞踊コンクールにて文
部科学大臣奨励賞受賞、日本舞踊協会
各流派合同新春舞踊大会にて最優秀賞
受賞。


